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保健科教育法Iにおけるヒト遺伝情報の取り扱いと

遺伝子解析法に関する実験の授業

市原啓子*1， 3) 大津 功*2，3)

平成21年度春学期に，心身科学部健康科学科養護教諭コース 3年生の保健科教育法 1 (教職課程)

で， 2回分の授業を使い， ヒトゲノムの多型性を PCR法で検出する実験を行った.本論は，養護教

諭養成コースにおける新しい健康教育という観点での授業記録である.

授業の主な目的は次の 2点である.第 1は， ヒトゲノムの医学的研究においては個人の遺伝情報を

扱ううえで個人情報が厳密に保護される必要があり 日本では「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関す

る倫理指針」が文部科学省・厚生労働省・経済産業省の合同で定められている， ということを学生に

理解してもらうことである.本実験の授業は 教育目的ではあるが指針に従って実施することを明ら

かにし，学生の同意を得て実験を開始した.第2は，実験を通じてヒトゲノムを理解し，ポリメラー

ゼ連鎖反応 (PCR)やアガロースゲ、ル電気泳動などのバイオテクノロジー技術を体験してもらうこと

である.実験は，バイオラッド社教育用キット (PV92PCRllnformatics Kit) を利用した.生理食塩水

のうがいで剥落した学生自身の口腔粘膜上皮細胞を材料にゲノム DNAを取り出し， これを鋳型とし

て第16番染色体上の非翻訳領域である PV92遺伝子座に特異的なプライマーを用いて DNAの増幅を

行なった. この遺伝子座に Alu配列が挿入されている型かどうかについて，増幅された DNA断片を

アガロースゲル電気泳動の結果から判定した.実験の前に十分な講義時間がとれず説明不足だった面

もあった.事後アンケートでは「遺伝子を使った実験を経験できてよかった」というだけでなく，「遺

伝情報に関する倫理的な問題について考えることができた」という意見もあり，学生にとっては遺伝

子や遺伝情報について考えるきっかけになっている.

キーワード:health education， genetic information， ethic problem， biotechnology 

1 .はじめに

遺伝情報は生物の設計図である. ヒトだけでなくウ

イルスや細菌も核酸として遺伝情報を持っている 21

世紀はポストゲノムの時代とよばれ 判読された核酸

塩基の配列をもとに， ヒトの疾病への対策，スポーツ

トレーニング、法への応用 微生物の遺伝情報に基づく

新薬の開発，組換え食品や組換え植物の開発などが行

なわれるようになってきた.遺伝情報の利用は，研究

者や企業における製品開発にとどまらない1"文部科

学省オーダーメード医療実現化プロジェクト」では薬

* 1)愛知学院大学心身科学部健康栄養学科
* 2)愛知学院大学心身科学部健康科学科
* 3)愛知学院大学大学院心身科学研究科

の効き易さや疾病に関連する遺伝子群の解明を目的

に，平成18年からの 4年間でのベ20万人分の DNA

を解析し成果をあげている 1) こういった状況下で問

題点もいくつか指摘されている.例えば，組み換え農

作物では環境組換え農作物では環境保護と生物多様

性，遺伝子資源の利用法が問題となっている.一方，

ヒト遺伝情報では個人情報の保護という重要な問題が

ある. このような遺伝子や遺伝情報に関する話題は，

学校教育の場では特定の教科で扱うというより理科・

社会・家庭科など様々な科目にわたって広く扱われる

ものとなっている.保健科においては，健康のなりた
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ちの要因のひとつとして「人間の生物としての側面(遺

伝や老化など)J， I遺伝子組み換え食品とは」のよう

に扱われている2)

平成20年度に告知された新学習指導要領では，理

数教育の充実がうたわれている.高校生物で教えてい

た「遺伝の規則性と遺伝子」は中学校理科2分野に移

行する3) 平成24年度から始まる高等学校の新学習指

導要領では「生物 1Jが「生物基礎」となり，遺伝子

の本体がDNAであること 遺伝子がタンパク質の設

計図であること，までが履修の範囲となる4) 一方，

ゆとり世代といわれる平成14年度以降の学習指導要

領で教育を受けてきた学生では 文系であって生物を

履修しなかった，あるいは理系でも物理と化学を履修

したという学生は特別に興味や関心を持たない限り，

遺伝子や遺伝情報について学ぶ機会はほとんどない.

すなわち，ゆとり世代では遺伝子や遺伝情報に関する

知識が一般的に共有されていないことになる.

現在，本学に在籍中の養護教諭コースの学生はゆと

り世代である.資格のための必修として解剖学や生理

学など保健医学分野の科目を相当数履修するが，生物

学や化学など自然科学系の科目に対して苦手意識をも

っ者は少なくない.心身科学部健康科学科のカリキュ

ラムでは，遺伝情報に関する講義としては，分子遺伝

学(2年生，春学期開講)と分子生物学(3年生，秋

学期)が開講されているが，養護教諭コースの学生が

必ず、しも履修するとは限らない.また，教養科目とし

て生物学や化学の講義は選択できるが，自然科学系の

実験の授業は健康科学科では実施されていないのが現

状である.社会における遺伝情報の利用はさらに広が

っていくと予想されることから，文系学生へ実験を重

視した自然科学教育として遺伝子増幅技術を用いた遺

伝子多型の検出実験を実施している大学もある 5) 教

員を目指す学生にとっても遺伝子や遺伝情報に関する

知識は重要な基礎教養であると考えられる.そこで，

保健科教育法 Iの授業を使い 養護教諭をめざす学生

たちにむけて，遺伝子検査とその倫理的問題について

考える授業をおこなうこととした.その最初の試みが

ポリメラーゼ連鎖反応 (PCR)法によるヒトゲノム

DNAの増幅実験である 限られた時間の中で講義と

実験を同時進行させたため，学生にとっては非常に慌

ただしい授業になってしまったが 自らの細胞をとっ

て行なう実験には興味をもってもらうことができた.

II.授業の概要

授業は平成21年 5月20日と 5月27日の 2回にわた

り，心身科学部健康栄養学科の生理学・生化学実験室

を使って実施した(表 1).参加者は健康科学科養護

教諭コース 3年，保健科教育法 Iを選択した 19名で

ある. (本稿の公表に関しては心身科学部倫理委員会

の承認を得ている)

第 l時では「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する

倫理指針i)をもとに ヒトゲノムの解析にあたって
留意すべき点を説明した.ゲノム情報とは終生不変の

個人情報である. したがってその取り扱いには十分な

注意が必要である.倫理指針によれば「教育目的で実

施される生物実習等 構造や機能が既知の遺伝子領域

について実施される遺伝子構造解析実習で，実習目的

以外には試料等や解析結果の利用が行なわれないもの

については，本指針の対象としない.ただし， これら

の目的で遺伝子解析を行なう場合においても，本指針

の趣旨を踏まえた適切な対応が望まれる」とされる.

本実験は教育を目的としている.それ故に，学生自身

が自らの遺伝子や遺伝情報について考えるきっかけと

もなる.まず，実験の概要を確認したうえで「自ら被

験者として実験に参加することに同意できるかどう

か」を問いかけた.また 同意できない場合には代わ

りの DNAを準備しているので実験に参加することは

可能であることも説明した実験の始めに同意書を書

いてもらった(図 1). 

実験はバイオラッド社の教育キット (PV92PCRJ 

Informatics Kit) を利用した.実験で扱うのは第16番

同意書

私は本科目の実験がバイオ技術を学ぶための教育を目的としていることを理解し、ここにヒトゲノムの

PV92領域の多型性を調べる実験に参加することを同意します。

平成21年月日

愛知学院大学心身科学部健康科学科 学籍番号OOz 氏名

図 l 学生用の同意書
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表 1 授業の概要

学生の活動

第 l時 I(5月20日， 2限)

導入 |ヒトゲノムとは何か
(講義)

ヒトゲノムとは自らの遺伝情報であることを理解する

展開
(講義)

(実習)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究における問題点

利点
ゲノム情報をもとに個人差を理解することができるよ
うになる

体質の個人差がわかる→疾病の予防，発症前診断
薬の作用の違いがわかる→不必要な投薬をさける

問題点
遺伝情報は究極の個人情報である:遺伝子検査を受け
る権利と拒否する権利がある
結果は生涯不変である.知らない方がいい情報もある
遺伝子検査結果の信頼度について問題がある試料提供
者の個人情報を守る法律が未整備である

「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針J (3 I iヒト遺伝子の構造解析を行なう場合には倫理的問題に

省指針)の要点の確認教育目的の遺伝子構造解析にお|ついて細心の注意を測る必要があること」を理解する

ける留意点: 実験試料の匿名化・実験終了時の廃|本時の実験への承諾書の記入

棄・実験を希望しない学生に体する代替試料での実験
について

ポリメラーゼ連鎖反応 (PCR)法による DNA断片の増
幅と応用:

PCR反応とは，鋳型となる DNAの特定の領域を特
定のプライマーを用いて増幅させる反応
応用例，感染症の原因となった微生物の種類や型，
食肉や米などの偽装，遺伝子組換え生物かどうかの判

定，ゲノム DNAの個人差の判定(犯罪捜査，親子鑑定)

ヒト口腔粘膜上皮細胞を用いた遺伝子構造の解析実験
の概略
(配布資料を用いて説明)

試薬と用具・機器.

0.9%食塩水(滅菌済)，インスタジーンマトリック
ス (200.μlずつ分注)，マスターミックス (PV92プライ
マー， taqポリメラーゼ・緩衝液・デオキシヌクレオチ
ドミックス)，コントロール DNA(+1+， +1一，一/
+ )，使い捨てコップ，マイクロピペット，チップ，エ
ツペンドルフチューブ，チューブ立て，ヒートブロック，
ボルテックスミキサー，遠心機 サーマルサイクラー

1 口腔粘膜上皮細胞を集め エッペンドルフチュー
ブに移す

(留意点)あらかじめインスタジーンマトリックスを分
注した容器のふたに適当な番号をつけておく.学生は

好きな番号のチューブをとり，その番号をひかえる.
以下の実験はこの番号のみで試料を区別する

2 インスタジーンマトリ ックス処理に よるゲノム

DNAの取り出し
(留意点)ヒートフゃロックでやけどをしないようにする.

タイマーや遠心機は学生に分担して操作してもらう

3 ゲノム DNAを鋳型とする PCR反応液の準備
(留意点)微量な体積を正確に扱えるようにする

ゲノム DNAの個人差がPCRでどのように判別できる
のか考える
キーワード:鋳型DNA，プライマーDNA，ヌクレオチ
ド， DNA合成反応

μlについて理解し，マイクロピペットで微量の試薬を
扱う要領を学ぶ
試薬や用具を確認する

→30秒間うがいをして自分の口腔粘膜上皮細胞を集め
る

→細胞をエツペンドルフチュープに移し，遠心. 50μl 
程度残して上清をすてる
→細胞を懸濁し，ここから20μlをインスタジーンマト
リックスのチューブに移す

(時間の余裕のある学生のみ)→細胞の懸濁液の一部を
スライドグラスに塗布し，メタノールで、固定.その

まま顕微鏡で自分の細胞を観察する

→56
0

Cのヒートブロックで 5分間加温.タ ッピングで
よく撹持した後，再度56

0

C5分間加温
→内容物を軽く撹枠した後 100

0Cで6分間加温
→内容物を軽く撹持し 5分間遠心しマトリ ックスを
沈殿させる
→上清にゲノム DNAが溶け出している

→ PCRチューブのふたに自分の番号をかく
→ PCRチューブに20μlの上清を入れ，マスターミック
ス20μlをくわえ，よくまぜる
→軽く遠心し，反応液をチューブの底に沈める
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4 PCR反応開始
(留意点)サーマルサイクラーの前で，反応の条件を読
み上げながら条件設定を行なう.学生に反応開始ボタ
ンを押してもらい反応を開始する
*反応条件
96
0

C， 1分， (94
0

C， 1分， 60
o
C， 1分， 72

0

C， 2分)
x 40回， 720C， 10分， 40C保存
PCR反応の失敗やサーマルサイクラーの異常が原因
でDNAが増幅されなかった場合に具え，ゲノム DNA
試料は翌週まで冷凍保存する

まとめ |次回の予告

第2時 I(5月27日， 2限)

導入
(講義)

展開
(講義)

PCR産物を電気泳動して自分の DNAパターンを観察
する

前回の実験のまとめ:口腔粘膜上皮細胞からゲノム
DNAを抽出し，サーマルサイクラーで PV92領域を増
幅した
本時の実験の予想:前回の実験が成功していれば，増
幅した DNA断片を電気泳動してバンドとして見ること
ができるはずである

DNAの構造と PCR反応の原理電気泳動の原理につ
いて理科ねっとわーく教材「アニメとシミュレーショ
ンで学ぶ遺伝情報とその発現」を利用しながら説明す
る

→サーマルサイクラーの試料台に反応液を入れた PCR
チューブをのせる
→反応の条件設定を行なう
→反応開始

PCR法およびDNAの増幅とは何かについて考える

DNA=デオキシリボ核酸， 二重らせん構造
PCR反応は特定の塩基配列をもったプライマーを使
うので，ゲノム DNAの特定の領域だけを増幅できる
DNAはリン酸を含むためにそれ自身マイナスの電荷
をもっ=ゲ、ルの中の電流と一緒に陽極に移動する性質
がある
DNAのような高分子化合物は大きさによってゲルの
中を移動する速さが異なるので，サイズのちがう DNA
断片を分離できる

PV92とは(図 2)第16番染色体の Alu配列の挿入の起 I Alu配列が挿入されたために，ABの距離が941bp(+) 
こった部位のひとつの名称 !と 642bp(-)の 2種類の型が生じた

展開 |試薬と機器の準備:
(実習)I アガロースゲ、ル電気泳動装置， 1.2%アガロースゲ、ル，

TAE緩衝液，泳動用色素液，マイクロピペット，チップ，
ゲル写真撮影装置

l 自分の試料番号を確認し，泳動用色素を加えよく
混ぜる

16番染色体は 1対ず、つ細胞のなかにはいっているの
で，各人の型は十1+，十/一，一/ーとなる
結果を電気泳動で判定する

2 電気泳動装置にアガロースゲ、ルをセットし TAE I観察:通電時がはじまると 電極から激しく泡がでる.
緩衝液を入れる.アガロースゲルのウェルに l人| ゆっくりと陽極にむかつて青色の色素が移動す
ず、つ試料をいれる.試料をのせた順に記録用紙に| るのがわかる
試料番号を記載する.標準DNA(+1+， +1一，
一/一)を増幅させた試料もゲルにのせる

3 100Vで40分間電気泳動を行なう

4 泳動槽からゲルを取り出し uvトランスイルミ
ネーターの上に置き 紫外線を照射する.ゲ、ル中
のエチジウムブロマイドと DNAが結合し， DNA 
はバンドとして検出できる

5 写真撮影装置でゲ、ルの写真をとり，各自が自分の
バンドの本数とサイズを確認する

6 実験の結果が確認できたら，ゲノム DNA試料の廃
棄を行なう
実験試料はオートクレーブ後産業廃棄物として
廃棄する

まとめ|写真をみて， Alu配列の挿入をもっ者と持たない者の
割合をまとめる
遺伝子の実験のながれについて総括する
実験記録とまとめ方について連絡する
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試料をのせたレーンのそれぞれに DNAの赤く光るバン
ドが見られる

自分の染色体の型がわかる

→自分の番号のチューブに 1M塩酸水溶液を0.1ml加
えよく混ぜる
→オートクレーブ廃棄用の容器にいれる
→全員の分をまとめてオートクレーブ処理する
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染色体上の表現型に関係ない遺伝子座であるが，個人

情報の保護の観点から 試料が誰のものかは本人だけ

が分かるように注意した DNAの構造や実験の原理

についてはキットに付属していた資料を印刷して配布

した

第 2時は，まず， DNAの構造と PCR法による遺伝

子増幅の原理を「理科ねっとわーく」教材7)を利用し

て説明した.さらに， PV92領域での Alu配列の挿入

300塩基対
A 

Alu配列の挿入

豆ょA 
641 bp 

B A-B 
A B 

Alu配列無(一)
641 bp 

ー惨ト 4噌ー

A r-------o B 
Alu配列有(+) ---1 ロ口 l.....- 941 bp 

C 

十/+

ホモ接合体

+/一

ー骨ト 一一一一一 ..... ‘ー
pl p2 

(+)」ーベE B 

(+)」ーベE B 

(+)」ーベE

PCR産物
の長さ

941 bp 

ヘテロ接合体 I(一) A B 

941 bp 

641 bp 

B 

ホモ接合体

(一)....!

(一)....!
B 641 bp 

D 
+/+ +/- -/ 

電気泳動の例 』韮さ空間4←941 bp 
4←641 bp 

図2 ヒト第16番染色体における PV92領域の多型性

とPCRによる増幅

A. 遺伝子DNAへの Alu配列 (300塩基対)の

挿入， B. 挿入配列の有無を PCRで調べるとき

のプライマー(矢印)の位置， C. ヒト細胞に

おける PV92領域の多型性と PCRで増幅される

DNA断片の長さ， D. 電気泳動の例. +/+は

挿入有りのホモ接合体，+/ーはヘテロ接合体，

-/ーは挿入なしのホモ接合体からの試料

によって遺伝子の多型が生じること， この領域に特異

的なプライマーを利用することにより多型に応じた長

さの DNA断片が増幅されることを確認した(図 2). 

学生は，各自の PCR反応溶液をマイクロピペットを

{吏ってアガロースゲルのサンプルウェルに入れ，電気

泳動を行なった.ゲ、ルに紫外線をあてて DNAのバン

ドとサイズを確認した.各人で遺伝子型の解析を行な

い，グ、ループ全体で挿入型(+)と非挿入型(-)の

遺伝子頻度を求め，遺伝子の変異と多型についてのま

とめを行なった.最後に I採取されたゲノムが他の

目的で利用されることがないこと」を確認するための

操作として，未使用ゲノム DNAを酸処理分解し，オ

ートクレーブをかけて終了した.

llI.結果と考察

第 1時が終わった時点で同意書と一緒に実験の感想、

を書いてもらった(表2，A). 実験を行なうことで，

遺伝子や PCRが身近なものとして感じてもらえたよ

うである.また，自分の細胞を見たこと，遠心操作で

細胞が沈殿し塊となって見えたことなどが強く印象に

残ったようである.時間が足りず顕微鏡で細胞そのも

のを見る余裕がないのは残念だった.学生は，大いに

興味をもち積極的に実験に参加していたが，生物学や

遺伝学などの知識が十分でないままに，細胞からのゲ

ノム DNAを抽出し PCR反応を開始させるところま

で実験を行なったため，おもしろいと感じる反面，よ

くわからない・むずかしい という感想にもなってい

ると思われる

保健科教育法 Iが終了した時点で，再度感想、を聞い

てみた(表 2，B). 全般的に，実験を行なうことは

意義があったと思っているものの 「難しかったJ I結

果の解析についてもっと知りたかった」とい意見もあ

り，養護教諭の学生が単に実験をして楽しむというの

ではなく，内容をきちんと理解したい，きちんとした

知識を持ちたいという意欲を感じた.学生には分子生

物学や分子遺伝学の講義を積極的に受講してもらいた

いものである

今回の実験授業は講義科目のなかで行なったため

に，大変忙しいものだった.時間をかけて実験の内容

を説明し，操作を行なってもらえば，実験の内容につ

いてもっとよく理解できたかもしれない.実際，教養

部や健康栄養学科では実験の授業は90分 2コマの連

続で実施している. しかしながら，養護教諭の学生に

とっての保健科教育法とは 実験を行なうことだけが
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表2 学生の自由記述による感想

A. 第 l時終了時の感想

・ 自分の頬の内側から細胞をとるということでわかりやすく 細胞が遠心した後沈殿していたのですごく面白か
ったです.

・DNAの合成(増幅)の過程を知ることができて，すごいなと思いました.ク ローンとかもこうやって作るのかと
興味が持てました

• DNAの増幅 ・合成ができるということは，ク ローン技術ができることも納得できました.
・遺伝子を増幅させる実験なんてなかなかできることではないし，貴重な体験だと思う.遺伝子関係のことでは，
私たちの身近な問題として遺伝子組換え食品について知りたいと思います.

・初めて扱う器具や新しく出てきた用語がたくさんあって難しいところもあったけど，自分のDNAを調べる実験
はとても興味がもてて楽しいです.

・ いろんな専門用語が出てきて難しい.

• PCRやヒ トゲノムの仕組みについて理解することができました.来週の実験の結果が楽しみです.
・ ほおの細胞を採取するときは綿棒でとるイメージがあったけれど ゆすぐだけで簡単にとれるとは思わなかった.
初めて遠心分離機をつかってみて 2分間ですぐ細胞が下にたまっていたので そんな光景を実際に見たのは初
めてで，すごいなと思った.

・ ただ口に含んで出したものでも重要な個人情報なため 取り扱いには十分注意しなければならないことがよくわ
かった

・DNAを個人のプライバシーとして厳格に扱わなければならないと思った.
・大変興味深い実験だったが 時間がもっとあればよかったと思う.

・遠心分離機を初めて使った.たった 2分で分離できていてすごかった.時間がなくて すごいあわててしまった.
最後はよく分からなくなってしまった.

・ 自分の細胞を見て実験に使うのは初めてだった DNAが見られるのが楽しみ.
・遠心分離機にかけたら，細胞のかたまりが見られて感動しました

・細胞をとったのは初めてだった.未知の世界だった.細かい単位は難しい.

・今日実験をしてみて，遠心分離をしたり恒温器で温めたりと やったことのない実験だったのでおもしろかった
です.

B. 保健科教育法 I終了時の感想

・普通ならば触れることのできない実験をしてもらえたのでよかった.でも 私たちは理系の分野からはなれてい
るので内容を理解するのが困難だった.高校で学んだことを全く生かすことができなかった.

・DNAの実験は最初で最後だと思うのでとても貴重な体験でした.
・全体的に難しくて理解するのが困難だった(スピードが早かったように感じた).だけど、自分の口の中の細胞
を使って した実験はすごく楽しかったです.

・実際に測定機器に触れられてよい経験になった遺伝子にふれられたのはよかったが、今、何を目的としている
かを理解できるような時間があるともっとよかった.

・実験を行なう際、きちんと説明してほしかった.もしくは、説明と同時に実験を行ないたかった.でも、インフ
ルエンザと関連していてよかった.

・最初は今までやったことがないことだったし、授業や実験なども必要なのか分からなかったが、今ふりかえって
みると、このテストで勉強した条約や単語もすごく自分のためになるし考えが広がったと思うし、楽しかった.
でも、やはり難しいし、大変だった.

・実験中心の授業で、大学では実験をする機会がないと思っていたので良かったです.ただ難しい実験が多く、物
品も初めて扱うものが多かったので、もう少し どういう目的でこの実験を行なうのか 手順 ・得られた結果を
どのように解析していけばよいか等の説明をしてもらえる時間が欲しかったです.

・実際に養護教諭として活用できる知識や実際に器具を用いての実験を行なえたのは役にたつと思った.

・遺伝子組換えやDNAに関する実験など、めったにできないような実験をすることができて、とても貴重な体験
ができた.遠心分離や電気泳動などが実際に目の前で見られてとてもよかった.

・普段できない実験がたくさんでき、難しかったものの興味、深かった.

• PCRやゲノム、形質転換においては難しかったけれど、体験できる機会はめったにないのでよかった.遺伝子
や形質転換の実験はなかなか他のところですることができないので、できて楽しかった.けれど、もう少し実験
時間に余裕があると良いと思いました.

-108-



保健科教育法Iにおける遺伝子に関する実験の授業

目的ではない.実験の背景にある概念や基礎知識を体

験とともに身につけ，学校の授業に生かすことができ

るようになることが重要なのである.口腔粘膜細胞か

ら人体の仕組みを考え PCR法から新型インフルエ

ンザや HIV感染の判定を考えることができれば，授

業での教材の選定法や提示の仕方なども幅が広がって

いくと思われる.学生たちは，ふりかえって，「大変

で難しかった」と感想を書いている. しかし，実験を

したからこそ遺伝子の実験は大掛かりな分析機器を使

用することもなく解析結果がでてしまうのだというこ

とも理解されたのではないかと思う.また，実験より

も遺伝情報の取り扱いこそ細心の注意を払う必要があ

ることを感じてくれたように思われる.

N.今後の展望

日本の学校教育では人体の構造や仕組みを扱う特定

の教科がない.理科・中学2分野や高校生物では，生

物を対象とするが広く生態系と生物全体の仕組みを学

ぶことが主な目的であって ヒトはその中の一員とい

う位置づけとなる.保健科は，人体についてもっとも

くわしく学ぶ授業であり ヒトが生涯にわたる健康を

たもつために必要な知識や見識を学ぶ場である.養護

教諭は兼職令によって保健科の免許をもたなくても保

健科の授業を担当することができる. しかしながら，

これから養護教諭になる学生は， これからの社会で重

要性が増して行くであろう様々な事柄について学ぶ必

要がある1"遺伝子や遺伝J情報の利用法」については，

遺伝子検査の信頼性や個人情報の保護，組換え農作物

にあっては生物多様性の問題と食糧としての組換え食

品など今後解決すべき様々な問題が多い.科学技術系

人材の養成を目的として平成14年に始まったスーパ

ーサイエンスハイスクール事業8-9)や平成20年からの

教員免許状更新講習10)では バイオテクノロジー技術

として遺伝情報や遺伝子解析に関するフ。ログラムも合
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まれるようになっている.厚生労働省は平成21年に

「先進医療に係る難聴遺伝子検査」を認可している.

また組換え農作物の作付面積は世界中で増加の一途を

たどっている. このようななかで，遺伝情報を社会に

どのように役立てるか いうことはすべての人が考え

るべきことである.新学習指導要領では，科学技術と

日常生活や社会との関わりを重視している.養護教諭

は，科学技術と社会生活の関連のなかで生じる健康や

医療の問題について生徒とともに考える立場にある.

すなわち，学校教育の場において 実験を通して分か

ったことや感じたことが教材研究の基盤として役立つ

のであれば，今回の実験は保健科教育法の授業として

の意義があったのではないかと思われる.
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Abstract 

We had new practical lessons of teaching methods in health education， a teacher-training course for the 

students of school nursing and health education in 2009. There were two main pu中oses.The first was give 

instruction on the protection of personal information， the most important issue in the human genetic analysis in 

order to avoid ethical problems. This class， not aiming at medical research but at educational study， followed 
“ethic indicator about human genome， the gene analysis study". The experimental study started after confirming 

students' agreement in attendance to the genome study. The second purpose is that students have experience in 

human genome analysis on their own cheek cells as a template for polymerase chain reaction utilizing a 

commercially available kit， PV92/Informatic kit. Amplified DNA fragments were separated by agarose gel 

elecrophoresis， and observed their pattem of polymo中hismof PV92 allele in chromosome 16. It was regre抗ed

that lectures alone were not sufficient for sufficient understanding of the experimental principles. Students 

described the impressions of this experience as a good opportunity to know about human genome and genetic 

analysis although felt difficulties in scientific terms and the handlings of special equipments. In summary this 

attempt seems to give students a chance to leam how genetic information should be handled， and how the gene 
is analyzed by polymerase chain reaction. 
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